
号

外

一�
令

和

二

年
十
二
月
二
十
二
日

本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

目

次

条

例

○
岐
阜
県
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例

(

財

政

課)

三
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

私
学
振
興
・
青
少
年
課)

三

○
岐
阜
県
農
林
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

農

政

課)

六

○
岐
阜
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

都
市
公
園
課)

六

◇
岐
阜
県
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例

(

条
例
第
五
五
号)

一

県
が
有
す
る
私
債
権
の
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。

１

知
事
の
責
務
を
次
の
と
お
り
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
三
条
関
係)

一�
法
令
、
条
例
及
び
規
則
に
基
づ
き
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
私
債
権
の
管
理
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

二�
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
私
債
権
を
適

正
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

知
事
は
、
県
が
有
す
る
私
債
権
に
つ
い
て
、
次
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
私
債
権
及

び
そ
の
履
行
の
遅
滞
に
係
る
損
害
賠
償
金
そ
の
他
の
徴
収
金
に
係
る
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
四
条
関
係)

一�
消
滅
時
効
が
完
成
し
、
か
つ
、
債
務
者
が
そ
の
援
用
を
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
。

二�
消
滅
時
効
が
完
成
し
、
か
つ
、
債
務
者
に
強
制
執
行
の
対
象
と
な
る
財
産
が
な
い
と
き
。

三�
債
務
者
が
死
亡
し
、
そ
の
債
務
に
つ
い
て
限
定
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

相
続
財
産
の
価
額
が
強
制
執
行
を
し
た
場
合
の
費
用
並
び
に
当
該
私
債
権
に
優
先
し
て
弁

済
を
受
け
る
県
の
債
権
及
び
県
以
外
の
者
の
権
利
の
金
額
の
合
計
額
を
超
え
な
い
と
見
込

ま
れ
る
と
き
。

四�
｢

破
産
法｣

、｢

会
社
更
生
法｣

そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
債
務
者
が
そ
の
責
任
を

免
れ
た
と
き
。

３

知
事
は
、
２
に
よ
り
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
翌
年
度
、
議
会
に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
こ

と
と
し
た
。(
第
五
条
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

( ) 令和２年12月22日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日



◇
岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
六
号)

一

青
少
年
の
新
た
な
性
的
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

１

青
少
年
に
対
し
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
求
め
る
行
為
を
禁
止
し
、

次
の
者
に
対
す
る
罰
則(

三
〇
万
円
以
下
の
罰
金)

を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
二
三

条
の
二
及
び
第
五
一
条
関
係)

一�
青
少
年
に
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
提
供
を
求
め
た
者

二�
青
少
年
を
威
迫
す
る
、
欺
く
等
又
は
青
少
年
に
対
し
利
益
を
供
与
す
る
等
の
方
法
に
よ

り
、
提
供
を
求
め
た
者

２

い
わ
ゆ
る｢

Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス｣
に
係
る
営
業
を
次
の
と
お
り
規
制
す
る
こ
と
と
し
た
。

一�
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
の
次
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一
九
条

の
二
関
係)

ア

青
少
年
を
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

イ

青
少
年
を
営
業
所
等
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

ウ

青
少
年
を
客
と
す
る
こ
と
。

二�
有
害
役
務
提
供
営
業
に
係
る
次
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一
九
条
の
三

関
係)

ア

青
少
年
に
対
し
、
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
。

イ

青
少
年
に
対
し
、
客
と
な
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
。

ウ

青
少
年
に
対
し
、
宣
伝
文
書
等
を
頒
布
す
る
こ
と
。

エ

客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
青
少
年
に
勧
誘
さ
せ
る
こ
と
。

オ

客
と
な
る
よ
う
青
少
年
に
勧
誘
さ
せ
る
こ
と
。

カ

宣
伝
文
書
等
を
青
少
年
に
頒
布
さ
せ
る
こ
と
。

三�
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
次
の
事
項
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
一
九
条
の
四
及
び
第
一
九
条
の
五
関
係)

ア

営
業
所
等
へ
の
青
少
年
の
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
の
掲
示

イ

広
告
又
は
宣
伝
時
に
お
け
る
営
業
所
等
へ
の
青
少
年
の
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
等
の
明

示
ウ

従
業
者
名
簿
の
備
付
け

四�
知
事
は
、
一�
か
ら
三�
ま
で
に
違
反
し
た
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
違
反

行
為
の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一
九
条
の
六
関
係)

五�
知
事
は
、
四�
の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
対
し
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
有
害
役
務

提
供
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一
九

条
の
六
関
係)

六�
知
事
は
、
五�
の
命
令
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一

九
条
の
六
関
係)

七�
知
事
及
び
公
安
委
員
会
は
、
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
有
害
役
務
提
供

営
業
を
営
む
者
に
対
す
る
報
告
徴
収
、
営
業
所
等
へ
の
立
入
調
査
等
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。(

第
四
五
条
関
係)

八�
次
の
者
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
四
九
条
〜
第
五
三
条
関
係)

ア

一�(

ウ
を
除
く
。)

に
違
反
し
た
者(

六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰

金)

イ

二�(

ウ
を
除
く
。)

に
違
反
し
た
者(

三
〇
万
円
以
下
の
罰
金)

ウ

三�(
ウ
を
除
く
。)

に
違
反
し
た
者(

一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料)

エ

三�(
ウ
に
限
る
。)

に
違
反
し
た
者(

二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料)

オ

五�
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者(

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金)

カ

七�
の
報
告
徴
収
、
立
入
調
査
等
に
応
じ
な
い
者(

一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料)

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
農
林
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
七
号)

一

｢

家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則｣

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
手
数
料
を
新
た
に
徴
収
す
る

こ
と
と
し
た
。(

別
表
関
係)

１

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
交
付
手
数
料

２

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
再
交
付
手
数
料

二

｢

漁
業
法｣

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
八
号)

一

｢
都
市
再
生
特
別
措
置
法｣

及
び｢

都
市
公
園
法
施
行
令｣

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
都
市
公

園
に
設
け
る
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
の
建
築
面
積
の
割
合
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。(

第
二
条
の
四
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和２年12月22日 ( )２



岐
阜
県
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
五
号

岐
阜
県
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例

(

目
的)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
県
が
有
す
る
私
債
権(
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
県
の
権
利
の
う
ち
、
そ

の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
三
十
六
条
第
二

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

法
令
等
と
の
関
係)

第
二
条

私
債
権
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
法
令
又
は
他
の
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ

か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(

知
事
の
責
務)

第
三
条

知
事
は
、
法
令
、
条
例
及
び
規
則
に
基
づ
き
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
私
債
権
の
管
理
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
私
債
権
を
適

正
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

(

放
棄)

第
四
条

知
事
は
、
私
債
権
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
私
債
権

及
び
そ
の
履
行
の
遅
滞
に
係
る
損
害
賠
償
金
そ
の
他
の
徴
収
金
に
係
る
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

消
滅
時
効
が
完
成
し
、
か
つ
、
債
務
者
が
そ
の
援
用
を
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
。

二

消
滅
時
効
が
完
成
し
、
か
つ
、
債
務
者
に
強
制
執
行
の
対
象
と
な
る
財
産
が
な
い
と
き
。

三

債
務
者
が
死
亡
し
、
そ
の
債
務
に
つ
い
て
限
定
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
相
続
財

産
の
価
額
が
強
制
執
行
を
し
た
場
合
の
費
用
並
び
に
当
該
私
債
権
に
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
県

の
債
権
及
び
県
以
外
の
者
の
権
利
の
金
額
の
合
計
額
を
超
え
な
い
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

四

破
産
法(

平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号)

第
二
百
五
十
三
条
第
一
項
、
会
社
更
生
法(

平
成

十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号)

第
二
百
四
条
第
一
項
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
債
務
者
が
そ

の
責
任
を
免
れ
た
と
き
。

(

報
告)

第
五
条

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
当
該
放
棄
を
し
た
日
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
を
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
六
号

岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例(

昭
和
三
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
九
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中｢

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下｢

風
適
法｣

と
い
う
。)｣

を｢

風
適

法｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
七
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

八

有
害
役
務
提
供
営
業

店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
及
び
無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
を
い

う
。

九

店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
で
、
客
の
性
的
好
奇
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の(

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下｢

風
適
法｣

と
い
う
。)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
風

俗
営
業
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

を
い
う
。

イ

店
舗
を
設
け
、
専
ら
異
性
の
客
に
接
触
し
、
又
は
接
触
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業

ロ

店
舗
を
設
け
、
業
務
に
従
事
す
る
者
を
専
ら
異
性
の
客
に
同
伴
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営

業

( ) 令和２年12月22日 岐 阜 県 公 報 号 外 �３

条

例



ハ

店
舗
を
設
け
、
専
ら
異
性
の
客
と
会
話
を
し
、
又
は
専
ら
異
性
の
客
に
遊
興
を
さ
せ
る
役
務

を
提
供
す
る
営
業

ニ

店
舗
を
設
け
、
専
ら
異
性
の
客
に
姿
態
を
見
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業

ホ

喫
茶
店
、
バ
ー
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
で
客
に
接
す
る
業
務
に
従

事
す
る
者
が
専
ら
異
性
の
客
に
接
す
る
も
の
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

�
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
、
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
衣
服
と
し

て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
着
用
す
る
も
の

�
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
、
青
少
年
が
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ

と
を
連
想
さ
せ
る
衣
服
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
着
用
す
る
も
の

�
青
少
年
が
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
、
又
は
連
想
さ
せ
る
文
字
、

番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
、
映
画
、
写
真
そ
の
他
の
映
像
又
は
絵
画
と
し
て
規
則
で
定
め

る
も
の
を
当
該
営
業
に
係
る
営
業
所
の
名
称
又
は
広
告
若
し
く
は
宣
伝
に
用
い
る
も
の

十

無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
で
、
客
の
性
的
好
奇
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の(

店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
又
は
風
適
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定

す
る
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

を
い
う
。

イ

専
ら
異
性
の
客
に
接
触
し
、
又
は
接
触
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業
で
、
当
該
役
務
を
行

う
者
を
、
そ
の
客
の
依
頼
を
受
け
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
営
む
も
の

ロ

業
務
に
従
事
す
る
者
を
専
ら
異
性
の
客
に
同
伴
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業
で
、
当
該
役

務
を
行
う
者
を
、
そ
の
客
の
依
頼
を
受
け
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
営
む
も
の

ハ

専
ら
異
性
の
客
と
会
話
を
し
、
又
は
専
ら
異
性
の
客
に
遊
興
を
さ
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営

業
で
、
当
該
役
務
を
行
う
者
を
、
そ
の
客
の
依
頼
を
受
け
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
営
む
も
の

ニ

専
ら
異
性
の
客
に
姿
態
を
見
せ
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業
で
、
当
該
役
務
を
行
う
者
を
、
そ

の
客
の
依
頼
を
受
け
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
営
む
も
の

第
十
九
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

(

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
の
禁
止
行
為)

第
十
九
条
の
二

店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

青
少
年
を
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

二

青
少
年
を
営
業
所
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

２

無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

青
少
年
を
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

二

受
付
所(

第
二
条
第
十
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
以
外
の
客
に
接
す
る
業
務

を
行
う
た
め
の
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
設
け
て
営
む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
青
少
年
を
受

付
所
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

三

青
少
年
を
客
と
す
る
こ
と
。

(

有
害
役
務
提
供
営
業
に
係
る
勧
誘
行
為
等
の
禁
止)

第
十
九
条
の
三

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

青
少
年
に
対
し
、
有
害
役
務
提
供
営
業
の
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
。

二

青
少
年
に
対
し
、
有
害
役
務
提
供
営
業
の
客
と
な
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
。

三

青
少
年
に
対
し
、
有
害
役
務
提
供
営
業
の
名
称
等
が
記
載
さ
れ
た
文
書
、
図
画
そ
の
他
の
物
品

(

以
下｢

有
害
役
務
提
供
営
業
宣
伝
文
書
等｣

と
い
う
。)

を
頒
布
す
る
こ
と
。

四

有
害
役
務
提
供
営
業
の
客
に
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
青
少
年
に
勧
誘
さ
せ
る
こ
と
。

五

有
害
役
務
提
供
営
業
の
客
と
な
る
よ
う
青
少
年
に
勧
誘
さ
せ
る
こ
と
。

六

有
害
役
務
提
供
営
業
宣
伝
文
書
等
を
青
少
年
に
頒
布
さ
せ
る
こ
と
。

(

有
害
役
務
提
供
営
業
に
係
る
青
少
年
の
立
入
禁
止
の
掲
示
等)

第
十
九
条
の
四

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者(

受
付
所
を
設
け
な
い
で
無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供

営
業
を
営
む
者
を
除
く
。)

は
、
営
業
所(

受
付
所
を
設
け
て
無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営

む
者
に
あ
つ
て
は
、
受
付
所)

の
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
者
の
見
や
す
い
場
所
に
、
青
少
年
の
立
入
り

を
禁
ず
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
は
、
当
該
有
害
役
務
提
供
営
業
に
つ
き
広
告
又
は
宣
伝
を
す
る
と

き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
害
役
務
提
供
営
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業

営
業
所
へ
の
青
少
年
の
立
入
り
を
禁
ず
る
旨

二

無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

青
少
年
が
無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業
の
客
と
な
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨

ロ

受
付
所
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
付
所
へ
の
青
少
年
の
立
入
り
を
禁
ず
る
旨

(

有
害
役
務
提
供
営
業
に
係
る
従
業
者
名
簿)

第
十
九
条
の
五

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
は
、
営
業
所
ご
と(

無
店
舗
型
有
害
役
務
提
供
営
業

を
営
む
者
に
あ
つ
て
は
、
事
務
所(

事
務
所
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
営
業
を
営
む
者
の
住

居))
に
、
従
業
者
名
簿
を
備
え
、
こ
れ
に
当
該
有
害
役
務
提
供
営
業
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
、
生

年
月
日
、
住
所
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
に
対
す
る
措
置
命
令
等)

第
十
九
条
の
六

知
事
は
、
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
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業
者
が
、
当
該
有
害
役
務
提
供
営
業
に
関
し
、
第
十
九
条
の
二
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た

と
き
は
、
当
該
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為
の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是

正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当

該
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
当
該
有
害

役
務
提
供
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

(

聴
聞
の
特
例)

第
十
九
条
の
七

知
事
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
害
役
務
提
供
営
業
の
停
止
を
命
じ
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
岐
阜
県
行
政
手
続
条
例(
平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
六
号)

第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
求
め
る
行
為
の
禁
止)

第
二
十
三
条
の
二

何
人
も
、
青
少
年
に
対
し
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等(

児
童
買
春
、

児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
一

年
法
律
第
五
十
二
号)

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
ポ
ル
ノ
又
は
同
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定

す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
い
う
。
第
五
十
一
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
提
供
を
求

め
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
中｢

従
業
員｣

を｢

従
業
者｣

に
改
め
、｢

(

平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号)｣

を
削

る
。第

四
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

準
用)

第
四
十
条

第
十
九
条
の
七
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
十
九
条
の
七
中｢

知
事｣

と
あ
る
の
は
、｢

公
安
委
員
会｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
有
害
役
務
提
供
営
業
に
関
す
る
違
反
行
為
の
中
止
そ
の
他
違
反

を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
又
は
有
害
役
務
提
供
営
業
の
停
止
を
命
じ
よ

う
と
す
る
と
き
。

第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中｢

第
九
号｣

を｢

第
十
号｣

に
改
め
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号

と
し
、
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者

第
四
十
五
条
第
二
項
中

｢

は
、｣

の
下
に

｢

第
十
九
条
の
二
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で
及
び｣

を
、

｢

お
い
て
、｣

の
下
に｢

有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
及
び｣

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
等
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た

も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条

に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

第
五
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
九
条
の
二(

第
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
第
五
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の

規
定
に
違
反
し
た
者

第
五
十
一
条
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条

に
第
一
号
及
び
第
二
号
と
し
て
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

第
十
九
条
の
三(

第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
第
五
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に

違
反
し
た
者

二

第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の(

青
少
年
を
除

く
。)

イ

青
少
年
に
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
求

め
た
者

ロ

青
少
年
を
威
迫
し
、
欺
き
、
若
し
く
は
困
惑
さ
せ
、
又
は
青
少
年
に
対
し
対
償
を
供
与
し
、

若
し
く
は
そ
の
供
与
の
約
束
を
す
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提

供
を
求
め
た
者

第
五
十
二
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
従
業
者
名
簿
を
備
え
ず
、
又
は
こ
れ
に
必
要
な
記
載
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者

第
五
十
三
条
第
五
号
中｢

同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項｣

を｢

こ
れ
ら｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
六
号
と
し
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

( ) 令和２年12月22日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５



一

第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
五
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は

忌
避
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

し
た
者(
有
害
役
務
提
供
営
業
を
営
む
者
又
は
そ
の
関
係
者
に
限
る
。)

第
五
十
五
条
中｢
第
二
十
三
条｣

を｢

第
十
九
条
の
二
、
第
十
九
条
の
三
、
第
二
十
三
条
又
は
第
二

十
三
条
の
二｣

に
改
め
、｢
第
四
十
八
条｣

の
下
に｢

、
第
五
十
条
第
三
号
又
は
第
五
十
一
条
第
一
号

若
し
く
は
第
二
号｣

を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
中｢

従
業
員｣

を｢
従
業
者｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
農
林
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
七
号

岐
阜
県
農
林
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
農
林
関
係
手
数
料
徴
収
条
例(

平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
号)
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
の
表
一
の
項
中

｢

第
十
条｣

を

｢

第
六
十
九
条
第
一
項｣

に
改
め
、｢

の
設
定｣
を
削
り
、

｢

漁
業
権
設
定
免
許
申
請
手
数
料｣

を｢

漁
業
権
免
許
申
請
手
数
料｣

に
改
め
、
同
表
二
の
項
中｢
第

十
四
条
第
四
項(

同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を｢

第
七
十
二
条
第
六
項｣
に
、

｢

漁
業
権
の｣

を｢

団
体
漁
業
権
の｣

に
、｢

漁
業
権
共
有
認
可
申
請
手
数
料｣

を｢

団
体
漁
業
権
共

有
認
可
申
請
手
数
料｣

に
改
め
、
同
表
三
の
項
中｢

第
二
十
二
条
第
一
項｣

を｢

第
七
十
六
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
表
四
の
項
中｢

第
二
十
四
条
第
二
項｣

を｢

第
七
十
八
条
第
二
項｣

に
、｢

定
置
漁
業
権

等｣

を｢

個
別
漁
業
権｣

に
、｢

漁
業
権
抵
当
権
設
定
認
可
申
請
手
数
料｣

を｢

個
別
漁
業
権
抵
当
権

設
定
認
可
申
請
手
数
料｣

に
改
め
、
同
表
五
の
項
中｢

第
二
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書｣

を｢

第
七
十

九
条
第
一
項
た
だ
し
書｣

に
、｢

定
置
漁
業
権
等
の｣

を｢

個
別
漁
業
権
の｣

に
、｢

定
置
漁
業
権
等
移

転
認
可
申
請
手
数
料｣

を｢

個
別
漁
業
権
移
転
認
可
申
請
手
数
料｣

に
改
め
、
同
表
六
の
項
中｢

第
三

十
六
条
第
一
項(

同
条
第
四
項｣

を｢

第
八
十
八
条
第
一
項(

同
条
第
五
項｣

に
改
め
る
。

別
表
六
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
八
号

岐
阜
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
都
市
公
園
条
例(

昭
和
三
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

令
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
二

十
二
号)

第
六
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
滞
在
快
適
性
等
向
上
公
園
施
設
で
あ
る
建
築
物
に
限
り
、
都
市
公

園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
を
限
度
と
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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八

省
令
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
の
許
可
証

の
再
交
付

七

家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則(

昭
和

二
十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
六
号
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て｢

省
令｣

と
い
う
。)

第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
家
畜

人
工
授
精
所
の
開
設
の
許
可
証
の
書
換

交
付

家
畜
人
工
授
精
所

開
設
許
可
証
再
交

付
手
数
料

家
畜
人
工
授
精
所

開
設
許
可
証
書
換

交
付
手
数
料

一
通
に
つ
き

一
通
に
つ
き

一
、
七
○
○

一
、
七
○
○

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社




